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技術の概要

国の機関　 59　件　（九州　　9件　、九州以外　50件　）　
自治体　　　178　件　（九州　39件　、九州以外　139件　）　
民　 間　　　2　件　（九州　　2件　、九州以外　0件　）　

　SB ウォール(Steel wall or Concrete Block wall)工法は、INSEM 工 法により構築した堤体内部材
を上下流の外部保護材(上流壁面材は軽量鋼矢板, 下流壁面材はコンクリートブロック)で保護する
ことにより,土石流対策えん堤, 砂防えん堤等に要求される耐摩耗性,耐衝撃性,耐久性及び景観性
を向上させ,現 地発生土砂の有効活用による建設環境の向上及び設計施工の合理化を図ろうとす
るものです。

３．技術の効果

　SB ウォール工法の構造(内部に INSEM 工法を適用し，外部保護材と して上流側に軽量鋼矢
板，下流側にコンクリートブロックを配した複合構造)によ り，土石流対策堰堤として，必要な強度，
安定性，耐衝撃性を有し，堰堤構築において，作業の安全性，省人化が図れる合理的な施工方法
であること，コンクリート堰堤と比較して，コスト削減，工期短縮が図れます。

４．技術の適用範囲

ＳＢウォール工法による適用範囲は，原則として掃流区域あるいは土石流区域の高さ15m未満の
砂防堰堤とする。

５．活用実績

技 術 概 要 書　（様式）

安全　　防災　　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

１．技術開発の背景及び契機

　現地土砂を活用するINSEM工法の砂防堰堤への適用性を向上させるため，現地発生土砂のばら
つきに対する対処方法を体系化し，現地土砂の活用を促進するとともに，砂防えん堤の設計，施工
の合理化を図るため，新しい複合構造形式の砂防えん堤の実現を図る。

２．技術の内容

※別紙２



６．写真・図・表


